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ウ
ム
な
ど
の
花
卉
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

大
豆
、
軟
白
ネ
ギ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
。

２
０
０
３
年
設
立
の
㈲
リ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

の
代
表
は
現
在
、
３
男
の
修
さ
ん（
80
年

生
ま
れ
）が
務
め
て
い
る
。

　

農
場
名
が
物
語
る
よ
う
に
、
藤
垣
さ

ん
の
産
直
事
業
は
ユ
リ
根
か
ら
始
ま
っ

た
。「
初
め
は
ユ
リ
根
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

と
い
っ
た
秋
の
農
産
物
だ
け
だ
っ
た
の
で
、

春
物
も
や
り
た
い
、
と
考
え
た
ん
で
す
」。

そ
こ
で
、
知
人
の
畑
を
借
り
て
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
生
産
を
始
め
る
。
20
人
近
い
パ
ー

ト
従
業
員
を
雇
用
し
、
ピ
ー
ク
時
に
は
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で
栽
培
し
た
。

　

現
在
は
、
５
０
０
人
ほ
ど
の
顧
客
に
向

け
た
直
販
の
ほ
か
、
地
元
の
農
協
や
デ

パ
ー
ト
、
卸
業
者
に
向
け
て
出
荷
す
る
。

「
う
ち
は
、
道
内
を
中
心
に
関
東
や
関
西

な
ど
の
個
人
客
が
多
い
ん
で
す
。
春
先
の

予
約
申
し
込
み
と
一
緒
に
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
ア
ス
パ
ラ
の
代
金
を
先
払
い
し
て
く

れ
ま
す
。
春
一
番
で
収
入
が
得
ら
れ
る
の

で
、
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」

　

昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
名
寄
で
は
、

緑
が
濃
く
、
甘
み
の
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

が
育
つ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
家
庭

用
の
需
要
は
伸
び
て
い
る
と
い
う
。

　

稲
作
が
盛
ん
な
風
連
地
区
は
、
田
植
え

と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
時
期
が
重
な
る

た
め
ハ
ウ
ス
栽
培
に
力
を
入
れ
る
農
家
が

多
い
。
農
家
戸
数
の
減
少
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
経
営
の
大
規
模
化
が
進
み
、
収
穫
時

の
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
─
─
そ
れ
が

関
係
者
の
悩
み
の
タ
ネ
だ
。

　

藤
垣
さ
ん
の
農
場
で
は
、
息
子
さ
ん
夫

婦
が
花
卉
の
栽
培
・
出
荷
で
忙
し
い
。

「
道
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
消
費
者
に
喜

ん
で
買
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
わ
た
し
が
開

拓
し
た
産
直
部
門
は
、
高
校
３
年
の
孫
に

期
待
を
か
け
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

と
話
し
、
将
来
に
希
望
を
託
す
。

　

農
林
水
産
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
全
国

の
品
目
別
農
業
産
出
額
で
北
海
道
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
は
第
１
位
。
し
か
し
、
１
９
９

０
年
に
３
７
８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
作

付
面
積
は
、
２
０
１
８
年
に
は
１
２
８
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
３
分
の
１
ま
で
減
っ
て
い

る
。
後
述
す
る
収
穫
時
の
労
働
力
不
足
な

ど
が
主
な
減
少
要
因
だ
。

　

市
町
村
別
の
作
付
面
積
で
は
、
名
寄
市

と
美
瑛
町
が
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
と

群
を
抜
き
、
上
川
・
十
勝
管
内
の
町
が
２

桁
台
で
続
く
。
黎
明
期
に
は
大
産
地
だ
っ

た
後
志
管
内
は
、
蘭
越
町
や
留
寿
都
村
で

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
を
栽
培
す
る
程
度
に

と
ど
ま
る（
道
農
政
部
資
料
を
参
照
）。

　

北
海
道
野
菜
史
研
究
会
編『
北
海
道
野

菜
産
地
発
展
の
軌
跡
』か
ら
、
名
寄
地
方

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
の
歴
史
を
た
ど
っ

て
お
こ
う
。

　

１
９
５
２
年
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
缶
詰
製
造
を
目
的
に
、
隣
の
士
別

町（
現
士
別
市
）に
北
日
本
農
産（
現
デ
ー

ジ
ー
食
品
）が
設
立
さ
れ
、
生
産
が
奨
励

さ
れ
た
こ
と
が
本
格
的
な
栽
培
の
始
ま
り

と
さ
れ
る
。「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
父
」と
呼

ば
れ
た
故
・
下
田
喜
久
三
さ
ん
は
同
社
設

立
の
２
年
前
、
士
別
町
の
求
め
に
応
じ
て

栽
培
適
地
か
ど
う
か
調
査
し
て
お
り
、
岩

内
町
で
始
ま
っ
た
産
地
形
成
の
動
き
が
道

北
の
地
に
も
広
が
っ
た
。

　

62
年
に
は「
名
寄
市
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
耕

作
組
合
」が
設
立
さ
れ
、
26
戸
６
・
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
皮
切
り
に
生
産
振
興
が
進
ん

だ
。
70
年
代
前
半
に
な
る
と
、
市
場
単
価

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟〝農と食〟
北の大地から北の大地から
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北海道産アスパラガスの歴史と今（後編）
──日本一の産地・名寄の悩みと新たな試み──

後
志
管
内
岩
内
町
の
肥
料
商
・
下
田
喜
久
三
さ
ん（
故
人
）が

新
品
種
を
育
成
し
て
か
ら
百
年
、
北
海
道
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

は
全
国
の
品
目
別
農
業
産
出
額
で
１
位
の
座
を
得
て
い
る
。

北
国
の
初
夏
の
味
覚
と
し
て
道
内
外
の
消
費
者
の
人
気
も
高

い
。
し
か
し
、
収
穫
・
出
荷
作
業
に
手
間
の
か
か
る
作
物
な

だ
け
に
、
生
産
農
家
の
高
齢
化
や
規
模
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て

労
働
力
が
不
足
し
、
栽
培
面
積
は
30
年
前
の
３
分
の
１
ま
で

減
少
し
て
い
る
─
─
。
そ
ん
な
現
状
に
一
石
を
投
じ
る
べ
く
、

日
本
一
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
産
地
・
道
北
の
名
寄
市
で
は
、
大

学
と
行
政
、
農
業
関
係
者
が
連
携
し
、「
学
生
援
農（
有
償
）ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」を
創
設
し
、
学
生
た
ち
が
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
収
穫
作
業
な
ど
に
汗
を
流
す
。
産
直
を
手
が
け
る
農
家
や
、

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
大
学
関
係
者
、
販
売
業
務
を
担
う
農

協
担
当
者
ら
に
現
状
や
展
望
を
聞
い
た
。

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、春
先
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
る
だ
け
で
喜
ん
で
買
っ
て
も
ら
え

る
作
物
。
美
味
し
い
も
の
を
き
ち
ん
と
作

れ
ば
、
販
路
は
確
実
に
あ
り
ま
す
。
う
ち

の
農
場
で
は
、
60
～
70
馬
力（
代
）の
パ
ー

ト
さ
ん
３
～
４
人
が
収
穫
作
業
に
頑
張
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

と
、
名
寄
市
風
連
地
区
で
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
ほ
ど
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
す
る
か

た
わ
ら
、
産
直
事
業
も
手
が
け
て
き
た
㈲

リ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
藤
垣
君
子
さ
ん（
１

９
５
２
年
、
旧
名
寄
町
生
ま
れ
）が
笑
顔

で
話
す
。
４
月
上
旬
に
７
棟
の
ハ
ウ
ス
で

収
穫
を
始
め
、
５
月
後
半
か
ら
露
地
物
に

移
り
、
６
月
い
っ
ぱ
い
で
出
荷
を
終
え
る
。

　

名
寄
盆
地
の
中
心
部
に
広
が
る
圃
場
で

は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
他
に
デ
ル
フ
ィ
ニ

20
年
来
の
産
直
事
業
が
定
着
し

道
内
外
の
顧
客
か
ら
好
評
を
博
す

栽
培
面
積
は
３
分
の
１
ま
で
減
少

収
穫
時
の
労
働
力
確
保
が
ネ
ッ
ク

▲名寄産アスパラガスを使った料理（提供：藤垣君
子さん）

◀サイズごとに束ねたアスパラガスを道内外の市場
に出荷（道北なよろ農協の選果施設で）

消
費
者
需
要
に
追
い
つ
か
ぬ
労
働
力

希
望
の
光
は
学
生
た
ち
の
援
農
事
業

道北なよろ農協管内の農家から出荷されたアスパラガスの選果施設。倉庫業務を含め 80人ほどが作業に携わり、今年は５月 18日から６月末
まで稼働。５月後半の低温傾向や晩霜の影響もあり、出荷量は伸び悩んだ
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担
当
者
に
対
し
て
支
援
を
求
め
る
声
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
事
業
の

中
心
メ
ン
バ
ー
を
務
め
る
同
大
准
教
授
の

今
野
聖
士
さ
ん（
81
年
、
美
唄
市
生
ま
れ
。

専
門
は
農
業
経
済
学
）の
元
に
も
、
講
義

な
ど
で
関
わ
り
を
持
っ
た
農
家
か
ら
、「
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
収
穫
期
間
が
短
く
、
な
か

な
か
働
く
人
が
い
な
い
。
学
生
た
ち
に
土

日
だ
け
で
も
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」と
い
っ

た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

学
生
た
ち
に
聞
き
取
り
す
る
と
、
ほ
と

ん
ど
が
飲
食
店
や
小
売
店
な
ど
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
る
も
の
の
、
農
業
と
は
関

係
性
が
な
く
、
バ
イ
ト
先
の
選
択
肢
に

入
っ
て
い
な
い
と
分
か
る
。
農
作
業
に
前

向
き
な
声
も
あ
り
、
手
応
え
を
感
じ
た
。

　

そ
こ
で
２
０
１
７
年
の
春
か
ら
夏
に
か

け
て
、
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
交
流
の

あ
る
農
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
試
み
、
20

人
ほ
ど
の
学
生
が
農
作
業
の
ア
ル
バ
イ
ト

に
従
事
。
学
生
た
ち
か
ら
は
、「
名
寄
な
ら

で
は
の
体
験
が
で
き
、
良
か
っ
た
」な
ど

の
反
応
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

翌
年
に
は
、
名
寄
市
立
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
市
の
農
務
課
、

道
北
な
よ
ろ
農
協
の
営
農
課
と
関
連
の
生

産
部
会
の
３
者
で「
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
事

業
」を
ス
タ
ー
ト
。
市
と
農
協
で
つ
く
る

「
フ
ァ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
」か
ら
は
、

学
生
た
ち
が
使
う
長
靴
や
作
業
着
、
雨
合

羽
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は「
５
月
中
旬
か
ら
６
月
下

旬
ま
で
の
ア
ス
パ
ラ
関
連
作
業
」と「
夏
休

み
中
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
カ
ボ
チ
ャ
の

関
連
作
業
」で
構
成
。
大
学
と
市
、
農
協

は
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
み
手
が
け
、
実
際

の
契
約
や
雇
用
時
間
の
調
整
は
学
生
と
農

家
の
間
で
直
接
行
な
う
。
ア
ス
パ
ラ
関
連

の
作
業
は
実
働
８
時
間
、
バ
イ
ト
代
は
現

金
で
の
日
払
い
と
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
昨
年
は
、
対
面

で
実
施
し
て
い
た
説
明
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
に
な
っ
た
り
、
対
面
で
の
作
業
服
な

ど
の
貸
し
出
し
や
農
家
と
の
打
ち
合
わ
せ

な
ど
が
で
き
な
い
─
─
な
ど
の
制
約
を
受

が
高
く
、
ホ
ワ
イ
ト
よ
り
収
穫
作
業
が
楽

な
グ
リ
ー
ン
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
く
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
旧
智
恵
文
農

協（
現
・
道
北
な
よ
ろ
農
協
）が
東
京
市
場

に
販
路
と
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
グ
リ
ー

ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
本
格
的
な
栽
培
が
定

着
。
90
年
代
半
ば
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
作

付
面
積
２
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
販
売
額
６

億
円
前
後
に
達
し
た
。
筆
者
は
そ
の
こ
ろ
、

前
出
・
藤
垣
君
子
さ
ん
の
父
親（
故
人
）が

名
寄
市
内
で
営
ん
で
い
た
酪
農
の
共
同
農

場
が
、
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

栽
培
に
乗
り
だ
し
た
話
を
農
業
雑
誌
で
紹

介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
斑
点
病
の
拡
大
に
よ
る
収
量

け
苦
労
し
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
も
事
業
に

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

「
い
つ
も
店
頭
に
並
ん
で
い
る
野
菜
の
出

荷
の
流
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
い
い
経

験
に
な
っ
た
」「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
と
関

わ
る
こ
と
自
体
少
な
か
っ
た
が
、
援
農
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
か
げ
で
友
人
も
増
え
、

毎
週
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」「
最

初
は
筋
肉
痛
や
早
寝
早
起
き
が
大
変
で
し

た
が
、
野
菜
を
た
く
さ
ん
頂
け
た
り
、
家

ま
で
送
迎
し
て
頂
い
た
り
も
し
て
、
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
」な
ど
前
向
き
な
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た（
名
寄
市
立
大
学
発
行『
地

域
と
住
民
』第
５
号
、
今
野
准
教
授
の
レ

ポ
ー
ト
か
ら
引
用
）。

　

21
年
度
は
、
学
生
42
人
が
14
戸
の
農
家

で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
励
ん
で
い
る
。

「
こ
れ
と
は
別
に
、
受
け
入
れ
農
家
と
話

し
合
い
、
直
接
雇
用
に
切
り
換
え
た
学
生

も
20
～
30
人
い
ま
す
。
う
ち
の
大
学
に
は

栄
養
学
科
が
あ
る
の
で
、
栄
養
士
に
な
っ

て
農
作
業
の
経
験
を
生
か
す
な
ど
、
学

生
・
農
家
双
方
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
」（
今
野
准
教
授
）

　

大
学
と
農
家
、
関
係
機
関
の
連
携
プ

レ
ー
に
よ
っ
て
、
双
方
が
恩
恵
を
受
け
、

労
働
力
不
足
に
悩
む
地
域
の
農
業
に
新
風

を
吹
き
込
ん
で
い
る
格
好
だ
。

　

筆
者
も
、
わ
ず
か
な
面
積
だ
が
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
作
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
作
物

が
晩
霜
に
弱
く
、
そ
の
年
の
降
雨
量
や
気

温
な
ど
に
収
量
や
品
質
が
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
肌
感
覚
で
分
か
る
。
基
幹
作
物
の
ひ

と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
、
プ
ロ
の
農
業

経
営
者
な
ら
ば
尚
更
だ
ろ
う
。

　

今
野
准
教
授
は
こ
う
指
摘
す
る
。

「
作
付
面
積
が
減
る
一
方
で
、
実
需
は
堅

調
で
す
。
ピ
ー
ク
時
の
労
働
力
を
確
保
で

き
れ
ば
有
力
な
作
物
な
の
で
、
１
日
だ
け
、

土
日
だ
け
の
雇
用
も
柔
軟
に
受
け
入
れ
る

と
可
能
性
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
」

　

日
本
一
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
産
地
を
持

続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
関
係
者
の

創
意
工
夫
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
。

農家から手ほどきを受けアスパラガスの草取りをする名
寄市立大の学生たち（提供：今野聖士さん）

学生（有償）援農ボランティア事業」の中心メンバー・名寄市
立大准教授の今野聖士さん

「美味しいアスパラガスをきちんと作れば、販路は確実に
あります」と話す藤垣君子さん

リリーファームでは２ha の畑で栽培。気温が高くなると１日
に３回収穫することもある

　

近
年
、
農
作
業
の
助
っ
人
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
の
が
、
保
健
福
祉
系
の
４
学

科
を
有
す
る
名
寄
市
立
大
学
の
学
生
た
ち

だ
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
、

市
内
の
農
家
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
の
収
穫
な
ど
に
携

わ
る
─
─
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な「
学
生
援

農（
有
償
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」は
、
今

年
で
４
年
目
を
迎
え
た
。

　

５
年
ほ
ど
前
、
不
足
す
る
労
働
力
を
め

ぐ
っ
て
、
農
業
者
か
ら
市
や
農
協
な
ど
の

減
や
、
生
産
農
家
の
高
齢
化
に
伴
う
労
働

力
不
足
の
影
響
も
あ
り
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
経
営
的
な
位
置
付
け
は
低
下
し
て
い
く
。

作
付
面
積
が
減
り
続
け
、
本
年
度
は
１
５

７
戸
１
４
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
た
。

　

道
北
な
よ
ろ
農
協
営
農
セ
ン
タ
ー
の
青

果
担
当
者
は
、
こ
う
説
明
す
る
。

「
毎
年
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
ず
つ
減
っ
て
い
く

感
じ
で
す
。
高
齢
化
も
あ
り
収
穫
時
の
労

働
力
の
確
保
が
難
し
く
な
る
中
で
、（
定
植

か
ら
10
年
前
後
で
迎
え
る
）更
新
時
期
を

機
に
栽
培
を
止
め
る
農
家
も
い
る
。
離
農

し
た
人
の
土
地
を
活
用
し
て
大
規
模
化
を

進
め
る
と
、
労
力
の
か
か
る
ア
ス
パ
ラ
が

選
択
肢
か
ら
外
れ
て
い
く
の
で
す
」

　

道
内
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

栽
培
に
力
を
入
れ
る
産
地
も
あ
る
。
名
寄

市
内
で
は
ホ
ワ
イ
ト
は
１
戸
だ
け
、
グ

リ
ー
ン
一
本
で
勝
負
す
る
産
地
だ
。
例
年

だ
と
年
間
で
４
０
０
ト
ン
ほ
ど
出
荷
さ
れ

る
が
、
昨
年
と
今
年
は
天
候
不
順
な
ど
の

影
響
で
半
分
程
度
に
と
ど
ま
る
。

　

ま
た
、
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
、
農
作
業
の
担
い
手
だ
っ
た
中
国
人

技
能
実
習
生
が
入
国
で
き
な
く
な
り
、
一

部
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
農
家
で
は
収
穫
時
の

労
働
力
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
。

　

道
北
な
よ
ろ
農
協
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
出

荷
先
は
、
旭
川
と
札
幌
の
市
場
が
55
％
、

関
東
と
中
部
、
関
西
の
市
場
が
45
％
と
い

う
。
こ
れ
ら
の
市
場
か
ら
量
販
店
な
ど
を

経
由
し
て
消
費
者
の
食
卓
に
上
る
。

　

名
寄
産
の
評
価
は
高
く
、
消
費
地
で
の

需
要
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況
が
続
く
。

「
ど
こ
の
市
場
か
ら
も
引
き
合
い
が
強
く
、

『
ど
ん
ど
ん
送
っ
て
ほ
し
い
』と
言
っ
て
き

ま
す
。
裾
物
を
利
用
す
る
加
工
業
者
も
原

料
が
足
り
な
い
状
況
で
す
。
我
々
と
し
て

は
、
少
し
で
も
高
く
販
売
し
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
生
産
で
き
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
。

苗
代
金
も
助
成
し
て
お
り
、
労
働
力
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に

努
め
ま
す
」（
青
果
部
門
の
担
当
者
）

　

と
、
産
地
を
守
る
努
力
を
続
け
る
。

学
生
の
援
農
ア
ル
バ
イ
ト
が
定
着

有
償
で
ア
ス
パ
ラ
収
穫
を
支
え
る

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。


